
平成21年度事務事業評価表 担当 内線等

①総合計画、市長マニフェストでの位置付け (該当しない事業については記入不要です。)

施策名

②事務事業の内容

③成果指標

％ ％ ― ％

④事業の概要

千円 千円 千円

箇所 箇所 箇所

戸 戸 ― 戸

戸 戸 ― 戸区域内戸数

20,700

施工箇所数 120 88 115

15,402

16,728 17,095

18,27622,369

15,013水洗化戸数

事業費

指標の推移

208

②

成果指標②

事業費　/　施工箇所数

平成20年度決算（実績）

180 千円千円

平成20年度実績

処理区域内水洗化戸数/処理区域内戸数×100

下水道の接続率の向上と三河湾水質浄化に寄与する

手　　段

平成21年度決算（実績） 平成22年度予算（計画）

千円186

３点　施策の達成に非常に効果があった基本目標、施策に対する貢献度

生活排水対策・快適な都市環境づくりのまちづくり

成果指標名

成果、目標

公共ます設置申請者に

取付管を布設することにより

下水道接続率（戸数）

市長マニフェストの執行状況 ４点　実施中であり、ほぼ達成できる見込み

上下水道部　下水道課 2231

成果指標①

市長マニフェスト

対象(受益者)

基本目標

一戸当たり施工費

下水道２．快適でやすらぎのあるまちづくり

①

項　　目 平成21年度実績

事務事業名 汚水取付管布設事業

成果指標の
説明

89.7 90.1

平成22年度計画

224



⑤事業にかかる人工 （単位：人）

Ｈ20
人工計

0.30人
次長
課長級

0.10人 補佐級 係長級 一般職 0.20人 非常勤 再任用

Ｈ21
人工計

0.20人
次長
課長級

0.10人 補佐級 係長級 一般職 0.10人 非常勤 再任用

⑥事業費 ※決算書、予算書に記載のある事業は決算書等の事業費を記載してください。（単位：千円）

事業費

人件費

合計

特定財源

一般財源

⑦事業の仕分け

説明

⑧必要性

⑨効率性

⑩総合評価

⑪改善点、問題点等

この事業は、下水道法に基づき下水道管理者が行うべき事業である。

22,369

Ａ　現行どおり市が実施

20,700

今後の改善計
画

・汚水本管工事発注時に職員が戸別訪問し取付管設置位置を決定し本管と同時施工する
ことによりコスト縮減を図った。
・下水道工事に伴う地元説明会を開催し、下水道に対する市民の意識向上と理解を得ら
れるよう努力した。

担当職員の減員により戸別訪問に十分な時間を費やせない。

本管工事発注時の戸別訪問を強化し取付管を同時施工することにより事務費、工事費の
経費削減を図る。

現在の課題、
問題点

過去の改善点

効率性 Ｂ　投入された予算、人工にほぼ見合った成果をあげている

総合評価

0

人件費
を含む
事業費

2,120

18,276

1,530

平成20年度実績 平成21年度実績項　　目 平成22年度計画

Ｂ 事業の進め方に改善の余地がある

19,806

必要性

19,80624,489

24,489

0

Ａ　市が実施すべき

財源
内訳

225


